
２０２７年国際園芸博覧会
基本計画案・概要版

全体概要

輸送アクセス

スケジュール

名 称 ：２０２７年国際園芸博覧会
（ ）

開催場所 ：旧上瀬谷通信施設（神奈川県横浜市）
開催期間 ： 年３⽉ ⽇（金曜⽇）〜９⽉ ⽇（⽇曜⽇）
博覧会区域：約
参加者数 ： 万人（地域連携や 活用などの多様な参加形態を含む）

（有料来場者数 万人以上）
＜資金計画＞
会場建設費 億円
財源：国、地方自治体、民間による負担
支出：出展関係建設費、サービス・管理施設整備費、

庭園・花壇・緑地の整備費等
運営費 億円
収入：入場料収入、物販収入等
支出：事業運営、会場管理、来場者対応、広告宣伝費、

庭園・花壇・緑地の維持管理費等

開催目的

気候変動等の世界的な環境変化を踏まえ、我が国が培ってきた⾃然環境が持つ多様な機能を暮らしに
⽣かす知恵や⽂化について、その価値を再評価し、持続可能な社会の形成に活⽤するとともに、「国際
的な花き園芸⽂化の普及」「花と緑があふれ農が⾝近にある豊かな暮らしの実現」「多様な主体の参
画」等により幸福感が深まる社会を創造することを⽬的とした未来志向の国際園芸博覧会を⽬指します。

テーマ・サブテーマ

開催意義

・チケット発売 ・開会
・ 認定、基本計画策定

・会場整備着工

横浜市・旧上瀬谷通信施設について

横浜市は、 年に国際港として開港以降、園芸植
物の玄関口となり、ユリを代表として数々の植物が海外
へ輸出されるとともに、バラやチューリップなどの西洋
の花の輸入の先駆けとなるなど、⽇本の花き貿易の先進
地となり、我が国の優れた植物や園芸文化を発信し続け
てきました。
会場は横浜市の郊外部（旭区・瀬谷区）に位置する旧

上瀬谷通信施設であり、 年に米軍から返還された
約 の広大な土地で、そのうち約 が博覧会
区域となります。長年にわたり土地利用が制限されてき
たことから、農地や緩やかな起伏の草地など豊かな自然
環境が広がり、南北に流れる相沢川、和泉川の源流部、
谷戸地形等の貴重な自然資本が残っています。

・周辺各駅からのシャトルバスによる輸送
・空港や主要ターミナル発着場からの直行バス
・会場外駐車場を確保「パーク ライド」

花や緑との関わりを通じ、自然と共生した持続可能で幸福感が深まる社会の創造を提案、花や緑との関わりを通じ、自然と共生した持続可能で幸福感が深まる社会の創造を提案、

横浜から明日に向けた友好と平和のメッセージを発信します。

国際園芸博覧会の理念の継承・水平展開

博覧会後の博覧会後の
更なる展開

達成に貢献し、その先の社会も見据えた日本モデルの提示達成に貢献し、その先の社会も見据えた日本モデルの提示達成に貢献し、その先の社会も見据えた日本モデルの提示達成に貢献し、その先の社会も見据えた日本モデルの提示

・植物の世界と人とのつながりや自然との共生の重要性の発信・植物の世界と人とのつながりや自然との共生の重要性の発信・植物の世界と人とのつながりや自然との共生の重要性の発信・植物の世界と人とのつながりや自然との共生の重要性の発信
・自然資本と技術を織りなすことによる新たな産業の創出・自然資本と技術を織りなすことによる新たな産業の創出・自然資本と技術を織りなすことによる新たな産業の創出・自然資本と技術を織りなすことによる新たな産業の創出・自然資本と技術を織りなすことによる新たな産業の創出
・花や緑を都市に融合させた新しい自然観を次世代へ提示

の展開 グリーンインフラの実装 花き園芸文化の振興等を
通じた農業・農村の活性化

観光立国や
地方創生の推進

国際園芸博覧会

・空港や主要ターミナル発着場からの直行バス

・参加国招請開始

鉄道 シャトルバス

シャトルバス発着駅（候補）新幹線

一般社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会
２０２２年７月

時間は公共交通機関での標準的な所要時間です。



• 博覧会のテーマを体現する主催者庭園の他、世界の国、自治体、
企業・団体、市民団体等から各国・各地の特徴ある庭園が出展

• 各国から出展される国際出展庭園では、来場者が各国の花や緑の
ある暮らしや文化を五感で体感しながら回遊できる空間を創出

博覧会のテーマを体現する主催者庭園の他、世界の国、自治体、博覧会のテーマを体現する主催者庭園の他、世界の国、自治体、博覧会のテーマを体現する主催者庭園の他、世界の国、自治体、博覧会のテーマを体現する主催者庭園の他、世界の国、自治体、

庭園

幸せを創る明日の風景
～

幸せを創る明日の風景
～ ～

• 緑陰や風の道の形成、園路広場にお
ける雨水貯留、蒸散作用効果、良好
な緑の創出による景観づくりなど、
居心地の良いウォーカブルで魅力的
な空間を創出

⾃然資本による⾃然資本による
都市の課題解決

緑陰や風の道の形成、園路広場にお

都市の課題解決

グリーンインフラ

庭園

多様な主体の参画によりテーマを体現

年７⽉現在
【会場イメージ】

コンペティション

• 庭園及び花き等のコンペティションに
加え、本博覧会独自企画のコンペティ
ションを実施

• 需要拡大・輸出拡大等による我が国の
花き園芸・造園産業の発展を⽬指すと
ともに、多様な産業界が連携する枠組
み等も検討

コンペティションコンペティション

技術の向上

コンペティションコンペティションコンペティションコンペティションコンペティション

産業の発展・拡大

• 博覧会の趣旨に賛同する企業のビジョンを、
特徴ある魅力を備えた庭園と共に表現し、新
しい風景づくりを企業と実施

博覧会の趣旨に賛同する企業のビジョンを博覧会の趣旨に賛同する企業のビジョンを博覧会の趣旨に賛同する企業のビジョンを博覧会の趣旨に賛同する企業のビジョンを

（パークパビリオン）

博覧会協会テーマ事業博覧会協会テーマ事業 “Village”

テーマ（例）

• 博覧会協会が設定する複数のテーマに応じ、賛同する民間企業や
教育機関、研究機関、市民などが共創して、参加・交流・体験等
の多様なコンテンツの集合体やコミュニティを提供

緑× 食・農×循環 包摂×学ぶ

博覧会協会テーマ事業博覧会協会テーマ事業 “Village”Village”Village”

産官学民連携により目指すべき未来像を具現化

• 食の展示として、会場の大通りに多種多様
な飲食・物販施設を配置し、企業や地区内
外の農家と連携。来場者が旅をするように
世界中の風景・食・文化、人とのふれあい
を五感で楽しむシーンを創出

食の展示として、

食体験事業

食の展示として、会場の大通りに多種多様食の展示として、

祝祭感あふれる美しい花々、麗しい水と緑、⽬にする全ての風景が来場者を魅了します。
また、食と農、交流などの魅力あるコンテンツにより自然と共にある暮らしを発信します。

⾝近な食を通じて

食体験事業

⾝近な食を通じて
持続可能な暮らしを提案

• 植物の遺伝資源、伝統文化・技術、⽇
本人の植物を使う知恵等に関する内容
を展示

• 開港時から植物貿易を担い園芸植物の
世界との窓口を担ってきた横浜から、
生物多様性や自然との共生の重要性等
を世界に向けて発信

シンボル展示

• 博覧会の象徴として、展示・建築が一体となり、多く
の人々を惹きつけ、テーマ・サブテーマを伝える

シンボル展示

博覧会の象徴・圧倒的な緑による⾃然の体感

• 都市化により人間と自然との距離が拡大
する現代社会で、来場者一人ひとりが
「自分にとってのバイオフィリア 」を
発見できるような展示を展開

※ 人間が自然と交わりたいと望む本能的
な欲求

バイオフィリア展示 日本の植物資源展示

※デジタルトランスフォーメーション

※

※

※




